
キ
ャ
ン
パ
ス
ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
ム
／
本

箱

Column

本
学
の
先
生
方
が
執
筆
さ
れ
た
新
刊
情
報
�
授
業
の
中
だ
け
で
は
見
ら
れ
な
い

先
生
の
違
�
た
一
面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

本
学
の
先
生
方
が
執
筆
さ
れ
た
新
刊
情
報
�
授
業
の
中
だ
け
で
は
見
ら
れ
な
い

先
生
の
違
�
た
一
面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
�

本本
箱箱

ほ

ん

ば

こ

columnBooks

加藤 僖重（名誉教授）分担執筆
『岡山蘭学の群像1』
山陽放送学術文化財団　2016年4月　1400円

シーボルトの娘で日本 初の
女医となった楠本いね、植物
学・化学の基礎用語をオランダ
語の教科書を元に日本語に
次々と翻訳した宇田川榕菴、
岡山県足守に生まれ、福沢諭
吉をはじめ多くの弟子を育成
した緒方洪庵の三人を紹介
した書。

シーボルトの娘で日本 初の
女医となった楠本いね、植物
学・化学の基礎用語をオランダ
語の教科書を元に日本語に
次々と翻訳した宇田川榕菴、
岡山県足守に生まれ、福沢諭
吉をはじめ多くの弟子を育成
した緒方洪庵の三人を紹介
した書。

衛星観測の原理から目的別
の 気 象 観 測 の 仕 組みまで、
最 新 の 衛 星 観 測 の 知 見 を
一般読者の方に分かりやす
く解説。初めて気象学を学ぶ
人の入り口として必携の書
です。

衛星観測の原理から目的別
の 気 象 観 測 の 仕 組みまで、
最 新 の 衛 星 観 測 の 知 見 を
一般読者の方に分かりやす
く解説。初めて気象学を学ぶ
人の入り口として必携の書
です。

「難しいことを易しく、易しい
ことをより深く」保険の成立
から現状、理論、経営まで幅
広くカバー。入門者としての
読 者も批 判し考えることが
できる保険の入門書です。

「難しいことを易しく、易しい
ことをより深く」保険の成立
から現状、理論、経営まで幅
広くカバー。入門者としての
読 者も批 判し考えることが
できる保険の入門書です。

自らフリーメイソンであった
フリードリヒ2世（大王）から
19世紀における陰謀論の
成立についての分析、ナチ
時代のフリーメイソンの弾圧
にいたるまでが解説された
一冊。

自らフリーメイソンであった
フリードリヒ2世（大王）から
19世紀における陰謀論の
成立についての分析、ナチ
時代のフリーメイソンの弾圧
にいたるまでが解説された
一冊。

分かりやすくコンパクトと定評
のある行政法の入門教科書
が、共著者を大幅に入れ替え
て全面改訂されました。
木藤教授は、専門分野の行政
組織法について第3章で概説
しています。

分かりやすくコンパクトと定評
のある行政法の入門教科書
が、共著者を大幅に入れ替え
て全面改訂されました。
木藤教授は、専門分野の行政
組織法について第3章で概説
しています。

ジョージ・ワシントン図書賞
をはじめ数々の賞に輝いた、
黒い大西洋史の画期的書。
黒い奴隷と白い奴隷を乗せ
た「 水に浮かぶ 地 獄 」。この
悲劇を前代未聞の視点から
語った一冊です。

ジョージ・ワシントン図書賞
をはじめ数々の賞に輝いた、
黒い大西洋史の画期的書。
黒い奴隷と白い奴隷を乗せ
た「 水に浮かぶ 地 獄 」。この
悲劇を前代未聞の視点から
語った一冊です。

岡村 国和（経営学科教授）編著
『読みながら考える保険論（増補改訂第2版）』
八千代出版　2016年4月　2600円

木藤 茂（総合政策学科教授）共著
『ホーンブック　行政法』
北樹出版　2016年5月　2600円

上村 敏郎（ドイツ語学科専任講師）訳・解説
（ヘルムート・ラインアルター 著）
『フリーメイソンの歴史と思想 ―「陰謀論」批判の本格的研究―』
三和書籍　2016年5月　2000円

高橋 均（法科大学院教授）著
『監査役監査の実務と対応（第5版）』
同文舘出版　2016年6月　3800円

中村 健治（国際環境経済学科教授）共著
『大気と雨の衛星観測（気象学の新潮流3）』
朝倉書店　2016年6月　2900円

高橋 均（法科大学院教授）共編著
『世界の法律情報 ―グローバル・リーガル・リサーチ―』
文眞堂　2016年6月　3500円

上野 直子（英語学科教授）訳（マーカス・レディカー 著）
『奴隷船の歴史』
みすず書房 2016年6月　6800円

■獨協大学ニュース「本箱」欄に掲載する新刊情報をお寄せください。
本学教職員（非常勤講師含む）が執筆した単著・共著・分担執筆・監修・翻訳書などの新刊情報を募集しています。
新刊がありましたら、中央棟2階総合企画課までご持参ください。表紙撮影後、返却いたします。

16の国・地域の法律情報や、
ＥＵ法、イスラーム法などを
調査・研究するための道標と
なる書籍。併せて、法律情報
の使い方の実践編として、レ
ポートや報告書作成のため
の情報収集・活用法も解説。

16の国・地域の法律情報や、
ＥＵ法、イスラーム法などを
調査・研究するための道標と
なる書籍。併せて、法律情報
の使い方の実践編として、レ
ポートや報告書作成のため
の情報収集・活用法も解説。

アンケート結果について（授業評価部分）
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて７７％前後で
ある。各項目の評価指数は、他の授業形態（「外国語」、「演習」、「体育」）のそれ
と比較して最も低い。昨年度との比較では、全ての項目において、＜そう思う＞
＜ややそう思う＞の合計が減少している。また、「3.この授業は知的関心・教養
を高めたり、専門的知識・技能を身につける上で役立った」の評価指数が０．１
ポイントダウンしている。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて８３％以上で
ある。各項目の評価指数は、授業形態別では「講義」より高く、「演習」、「体育」
より低い。昨年度との比較では、各項目とも＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞
の合計が減少しており、また「１．この授業の目標設定と内容は適切であった」、

「２．この授業の担当教員の説明はわかりやすかった」の評価指数がそれぞれ
０．１ポイントアップしている。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて９１％前後で
ある。各項目の評価指数は、授業形態別では「体育」と並んで高い。昨年度との
比較では、＜そう思わない＞＜あまりそう思わない＞の割合が設問１～３について
は減少し、設問４～５については増加した。低出席者の理由について、「就職
活動」、「アルバイト」はともに減少したが、「授業内容に不満」は増加した。
各項目における＜そう思う＞＜ややそう思う＞の割合は合わせて９０％を超えて
いる。各項目の評価指数は、授業形態別では「講義」、「外国語」と比較して高
く、「演習」と同程度の水準である。昨年度との比較では、全ての項目において
＜そう思う＞＜ややそう思う＞の合計が増加し、＜そう思わない＞＜あまりそう思わ
ない＞の合計が減少している。

「教員の話が聞き取りにくい」、「教員の遅刻・早退が多い」が、すべての授業形態
において減少している。

201６年度春学期「学生による授業評価アンケート」全体集計結果
２０１６年度春学期「学生による授業評価アンケート」の授業形態別（講義・外国語・演習・体育）の
全学的な平均値を報告します。

【実施日程・調査方法】
　２０１６年度春学期「学生による授業評価アンケート」は、最終授業日（７月
１１、１４～２０日）の指定クラスにて教員から学生に直接配付され、指定クラ
スを履修していない学生や欠席者などに対しては自宅送付により配付されま
した。回収については、指定クラスの学生代表者がアンケートを収集し、一括
して窓口に提出する方式が採られ、その他は従来通り、学内投函箱へ提出、
または郵送により提出する方式が採られました。
　アンケートはマークシート（シートＡ）と自由記述（シートＢ）の方式をとり、シート
Ａでは授業ごとに「学生の出席状況」「授業に関する５項目の質問」「授業の
問題点」について選択肢を設けました。シートＢでは学生からの要望・意見を
求めました。
　また、回答者の授業評価が一定程度出席した上での判断であるかどうかを
把握するために出席状況を確認し、「24％以下」「ほぼ全回欠席」と回答した
人に対しては、低出席の理由を回答する選択肢を設けました。

【集計方法】
　提出されたアンケート用紙はコンピュータで集計しています。シートＡはマーク
シートの読み込み、シートＢは学科・学年・出席状況の入力と、自由記述部分
は原文のままタイプで打ち直して入力しています。なお、入力の際には学生
個人を特定するデータは一切含まれていません。

【結果の報告】
　アンケート結果は科目ごとに集計され、各教員に１６年度秋学期授業開始
前に配付されました。学生に尋ねた５つの質問項目について、全体および出席

状況別に選択数（率）を表記し、これを同じ授業形態における「全学平均」と
比較できるようにしました。
　また、「そう思う＝1.5」「ややそう思う＝0.5」「あまりそう思わない＝－0.5」

「そう思わない＝－1.5」「わからない＝０」として評価指数を算出し、同じ授業
形態の全学平均と比較表示させ、教員が自分の授業の評価の位置付けを
把握できるようにしています。自由記述欄については個人が特定できないよう
タイプ打ちされたものを渡します。

【今後の方針】
　授業評価アンケートにより、教員は学生の授業に対する評価・感想・要望など
を知ることができ、授業計画の修正や、授業方法の改善を図ることができます。
授業評価アンケートは学生の意見を採り入れながら授業の質や教育効果を高め
ていく手段として重要なものです。
　本学では各担当教員より寄せられる、アンケート結果に対するフィードバックを
公表する制度（※）を今後も継続して実施し、授業に対する教員・学生の理解が
互いに深まり、よりよい授業が展開されるよう取り組んでいきたいと考えています。

講　義

外国語

演　習
　

体　育

授業の
問題

２０１6年度春学期

授業形態別　出席状況（全学平均）1 単位 ％

項　目 選択肢
講　義

16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期

外国語 演　習 体　育

出席状況

100－75％
  74－50％
  49－25％
24％以下
ほぼ全回欠席
不明（未記入）

68.4
16.4
6.7
2.7
4.2
2.8

69.5 
16.6 
6.3 
2.4 
3.6 
3.1 

88
6.8
1.1
0.9
1.4
2.6

86.6 
7.9 
1.3 
0.8 
1.1 
3.0 

84.1
10
2.1
1.3
0.8
2.8

85.8 
9.3 
1.9 
0.7 
0.5 
2.8 

82.2
10.4
1.8
1.1
3.2
2.1

78.8 
12.3 
1.9 
1.8 
4.1 
1.9 

注：複数回答可。値は回収数に対する回答数で出したものです。

授業形態別　授業評価（全学平均）3 単位 ％

16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期
項　目 選択肢

講　義 外国語 演　習 体　育

1．
この授業の
目標設定と
内容は適切
であった

2．
この授業の
担当教員の
説明はわか
りやすかった

3．
この授業は知
的関心・教養を
高めたり、専門
的知識・技能を
身につける上で
役立った

4．
この授業の
難 易 度・進
度は自分に
とって適 切
であった

5．
この授業の
担当教員は
学生の質問
や要望に応
えた

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）
そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない
わからない
評価指数（ポイント）

47.9
34.7
8.2
2.8
6.4
0.8

43.7
33.5
11.4
4.9
6.4
0.7

45.3
34.5

9.9
3.9
6.4
0.7

41.9
35

11.6
4.8
6.7
0.7

44.7
33.6

9.5
3.8
8.4
0.7

48.5 
34.5 

8.3 
3.1 
5.6 
0.8 

44.8 
33.2 
11.3 
5.2 
5.5 
0.7 

46.7 
33.8 

9.9 
3.9 
5.6 
0.8 

43.0 
34.9 
11.2 
4.8 
6.0 
0.7 

45.4 
33.0 

9.6 
4.2 
7.8 
0.7 

59.9
28.1
6.5
2.9
2.6

1
55.8
27.9
9.3
4.5
2.5
0.9

56.5
29.7

7.7
3.5
2.6
0.9

52.6
30.4

9.8
4.7
2.6
0.8
58

27.6
7.1
3.5
3.7
0.9

58.5 
29.1 

7.1 
2.9 
2.4 
0.9 

54.4 
29.4 
9.3 
4.6 
2.3 
0.8 

55.6 
29.8 
8.5 
3.7 
2.5 
0.9 

51.2 
30.7 
10.2 
5.4 
2.5 
0.8 

57.2 
28.5 

7.3 
3.4 
3.6 
0.9 

69.2
23.8
3.3
1.3
2.4
1.1

68.4
24.3

3.7
1.4
2.2
1.1

68.3
24
4

1.4
2.3
1.1

65.4
25.5

4.7
1.9
2.6
1.1

69.4
23.3
3.2
1.4
2.7
1.1

69.7 
23.3 
3.8 
1.0 
2.1 
1.1 

69.5 
23.0 
4.3 
1.3 
1.9 
1.1 

69.4 
22.8 

4.4 
1.3 
2.1 
1.1 

65.6 
25.7 
5.2 
1.3 
2.2 
1.1 

71.0 
22.1 
3.4 
1.1 
2.5 
1.1 

75.8
17.3
2.2
1.1
3.6
1.2

74.5
17.9
2.5
1.6
3.6
1.2

69.3
21.3
3.6
2.1
3.8
1.1

71.1
19.3

4
1.9
3.7
1.1

70.9
19.2
3.4
1.5

5
1.1

69.3 
19.8 
4.5 
1.5 
4.9 
1.1 

66.8 
21.6 
4.2 
2.1 
5.2 
1.1 

63.7 
21.0 

7.7 
2.0 
5.6 
1.0 

66.7 
19.2 
5.7 
3.3 
5.2 
1.0 

64.3 
21.9 
4.7 
1.9 
7.2 
1.0 

注 1：「低出席者率」とは、出席状況「24％以下」「ほぼ全回欠席」を選択した人の率を指しますが、
回答者の評価がその授業に一定程度出席した上での判断かどうかを把握するための作業上
の基準であり、履修上必要な最低限の出席頻度を意味するものではありません。

注 2：複数回答可。値は低出席者数における回答数で表したものです。

授業形態別　低出席者率・理由（全学平均）2 単位 ％

項　目 選択肢
講　義 外国語 演　習 体　育

低出席者率

低出席理由

授業内容に不満
必修科目外
アルバイト
就職活動
クラブ・サークル
不明（未記入）

6.9
17.3

18
9.3

31.9
2.4
25

5.9 
19.4 
20.7 
9.6 

28.8 
3.3 

23.4 

2.3
24.4
14.7

10
15.2

4
38.6

1.9 
30.4 
17.2 
14.9 
8.0 
3.2 

30.9 

2.1
7.5
0.9
1.9

67.9
2.8

18.9

1.2 
0.0 
2.1 
6.3 

79.2 
0.0 

16.7 

4.3
20.8
32.1
7.5
9.4
1.9

32.1

5.8 
21.7 
36.2 
11.6 
17.4 
4.3 

21.7 

16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期

授業形態別　授業の問題（全学平均）　4 単位 ％

16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期 16春学期 15春学期

1.5
0.8
3.8
4.2
3.3
0.2
0.7

1

1.6 
0.9 
4.0 
5.0 
3.5 
0.2 
0.8 
1.1 

2
1.9
1.9
4.2
1.6
0.1

1
1.1

2.2 
2.0 
1.9 
4.3 
1.7 
0.1 
1.1 
1.5 

0.3
1.2
0.4
0.8
0.7
0.1
0.6
0.6

0.8 
0.8 
0.4 
1.3 
1.0 
0.2 
1.0 
0.6 

0.1
0.1
0.1
0.6
0.4

0
0.1
0.5

0.1 
0.2 
0.1 
1.6 
0.3 
0.3 
0.4 
1.1 

項　目 選択肢
講　義 外国語 演　習 体　育

授業の問題

テキストや教材が適切でない
宿題・課題が適切でない
板書が見えにくい
教員の話が聞き取りにくい
学生の私語が多い
未掲示休講がある
教員の遅刻・早退が多い
その他

※フィードバック公表制度について
　各教員の任意によりフィードバックが寄せられます。
　内容は評価結果について①項目別の納得度、②全体の納得度、③意見・
感想が記されています。
　フィードバックの公表時期は１１月を予定しております。詳細は決まり次第、
ホームページでお知らせします。
http://www.dokkyo.ac.jp/jikotenken/a04_01_04_j.html
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「学生による授業評価アンケート」実施報告

平成27年5月1日から施行され
た改正会社法、及び改正会社法
施行規則を全面反映するととも
に、同年6月1日から実施された
コーポレートガバナンス・コー
ドへの対応も解説した第5版。
コーポレートガバナンスの一翼
を担う監査役の監査に対して、法と実務の双方から
解説した特徴は、初版以降、一貫して踏襲。
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